
働き方改革推進コンソーシアム

働き方改革をベースとした事業のありかたを考える
・ 少⼦⾼齢化、労働⽣産性を前提とした働き方改革とは︖
・ 1960年代から継承してきた事業モデルの再検討
・ 2020年以降のモデルの検討と適用手法の検討

労働⼒⼈⼝の減少 労働⽣産性 経済活動の成熟化

地方都市分の⼈⼝が年間減 OECD加盟諸国中位以下 ⼈⼝減による経済規模縮小

Workstyleinnovation.org

～ Workstyle Innovation Consortium（WIC） ～

https://www.facebook.com/workstyleinnovation/



2016年1月からテレワークICT協議会（※1）を設⽴しマルチベンダーによる活動を⾏う中で100社近い法⼈や個⼈
の方々が活動に参画をいただけるようになりました。一方で迫りくる少⼦⾼齢化時代における、地域、業界、企業、団体、
個⼈のこれからの在り方を更に広い視点で考える必要があるのでは︖とのテーマも会員様よりいただき始めました。

その上でテレワークを普及、支援する団体としてのテレワークICT協議会の姉妹団体として、更に広義のテーマにて地域、
業種、業態の在り方などを考える、働き方改革推進コンソーシアム（WIC※2）を設⽴することになりました。

会員各社が知⾒を集約することで、業種業態、事業体、個⼈などのこれからのモデルを検討していく場所としてお手伝い
ができればと考えております。

※1. 詳細はhttp://www.telework-ict.info/をご参照ください。
※2. WIC: 本コンソーシアムの英語名称 Workstyle Innovation Consortium の頭⽂字をとった本会の略称です。

働き方改革推進コンソーシアム（WIC）

【本団体について】 【分科会活動について】

顧問︓株式会社クラスキャット 代表取締役 佐々木規之
会⻑︓株式会社XEENUTS 代表取締役 ⻄⽥泰彦

運営︓WIC運営事務局
HP       ︓http:www.workstyleinnovation.org
Facebook︓https://www.facebook.com/workstyleinnovation/

・ ⼈工知能適用分科会（画像分析）
・ ⼈工知能適用分科会（コールセンター）
・ 次世代保守サービス事業分科会

Workstyleinnovation.org
https://www.facebook.com/workstyleinnovation/


